
 

評価対象課題に対する事前意見 

 

研 究 名 大大規規模模地地震震時時のの港港湾湾施施設設のの即即時時被被害害推推定定手手法法にに関関すするる研研究究  

 

欠席の委員からのご意見 

 

○ 本研究は、然るべき実施体制のもと、地震発生直後の港湾全体や係留施設の被災判定手法が基

礎的に構築されており、地震災害の多いわが国において社会的意義が極めて大きいと考えられ

る。それゆえ、本研究は、必要性、効率性、有効性のいずれもが十分に確保されていると評価

できる。 

 

【計算方法について】 

学習アルゴリズムの一種であるマルコフ連鎖モンテカルロ法(MCMC)が使われている。学習ア

ルゴリズムには、ニューラルネットワークを基礎とした深層学習などの方法もある。今後は、

それらの別手法の適用、あるいは、それらの方法と MCMC をハイブリッド化するなどして、学

習方法を一層精緻化するという課題はあるのか。それとも、MCMC で十分なのか。現段階での

学習アルゴリズムの性能について、今後の展望も含め伺いたい。 

 

【データについて】 

多数の実際のデータを適用させることにより、フラジリティカーブの信頼性も向上すると考

えられる。現時点で（＝この研究で適用されたデータ数に基づく曲線推定の結果）、どの程度

の信頼性があり、信頼性を確保するためには、どの程度のデータ数が必要か。 
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